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1. 会社概要、事業概要
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社名 アンリツ株式会社

本社所在地 神奈川県厚木市

創業 1895年
資本金 190億52百万円 （2013年3月末現在）

売上高
946億85百万円
（連結、2013年3月期）

従業員数 3,771 名（連結、2013年3月末現在）

グループ企業 日本：11社、海外：27社
証券コード 6754

1-1. 会社概要

アンリツは、創業以来118年にわたり、

グローバルに、お客様とのパートナー
シップを築いて、世界の通信技術の
発展に貢献してきた
リーディングカンパニーです。
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1-2. アンリツのルーツ
-有線・無線通信企業の統合-

石杉社

共立電機電線

安立電気（株）

アンリツ（株）
1985

1931

1895

1908

1900

有線通信のパイオニア

安中電機製作所

阿部電線製作所

Wired

Wireless

無線通信のパイオニア
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1-3. インターネット＆モバイルを計測で支えるアンリツ

20001900

ラジオ テレビ 携帯電話 スマートフォン

固定電話 インターネット

Wireless

Wired

時代と通信の進展時代と通信の進展
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1-4. 通信システムにおける課題とアンリツの貢献

建設・保守
基地局、モバイル・バックホール

サービス・アシュアランス

ネットワーク品質

研究開発・製造

40Gbps, 100Gbps

Wired

Wired研究開発、製造
3G → LTE,
Short range wireless(SRW) デバイス
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産業機械
15%

その他
10%

計測 75%
モバイル

50%
ネットワーク・インフラ

30%
エレクトロニクス

20%

日本

25%
米州

30%
EMEA
15%

アジア・パシフィック

30%

1-5. 事業概要
2012年度 売上高 ： 947億円

営業利益 ： 158億円

（計測事業 地域別売上比率）

（セグメント別売上比率）

計測事業

開発・製造・建設・保守用

モバイル市場
ネットワーク・インフラ市場
エレクトロニクス市場

モバイル市場
ネットワーク・インフラ市場
エレクトロニクス市場

食の安全・安心
X線異物検出機
食の安全・安心
X線異物検出機

産業機械事業 その他

IPネットワーク機器

光デバイス

IPネットワーク機器

光デバイス
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2. 2020 VISION,
中期経営計画 GLP2014
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2012

2014

10

2011

2020
VISION

GLP2014

創業120周年

2012

2014
2015

1

2

2-1. 2020 VISION

Global Market Leaderになる
・アンリツらしい価値の創造
・ワールドクラスの強靭な利益体質の実現

事業創発で新事業を生み出す
・新しい分野でアンリツの先進性を発揮
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0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

計測

産業機械

営業利益
（連結）

売上高

その他

11

売上高

(B yen)
営業利益

(B yen)

94.5 94.7

110.0

15.5 15.8
19.0

連結

計測

17%

20%

102.0

17.0

70.0

15.0 14.4

71.2

15.5 18.0

77.0 80.0

営業

利益率

17%

GLP 計画 実績

FY2012（第1年次）

計画 GLP 計画

FY2013 FY2014

20%

17%

21%

ROE

ACE*(B Yen)

25% ≧20%*
9.4 7.5

17%

9.0

2-2. 中期経営計画 GLP2014

*自己資本の充実が早期に実現したことにより、FY2014のROE目標を
20% から 17%に見直しました。

*ACE: 税引後営業利益
– 資本コスト

48.3

11.6

73.5

53.5

12.3

77.9

70.5

14.2

93.6

4.6
7.0

14.0

実績 実績実績

FY2011FY2010FY2009

(J-GAAP) (IFRS)

16%

20%

20%

7.0

20%

15%

9%

9%

5%

6%

20%8%1%

5.21.9△3.0
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市場
年平均
成長率

成長ドライバ

ターゲット

売上
成長率

営業
利益率

計測 3-5%

①モバイル
ブロードバンド
サービス市場

②アジア市場

≧7% ≧20%

産業
機械

3-5% ①アジア市場
北米市場

≧7% ≧12%

連結 － － － ≧18%

成長ドライバを確実にキャッチして、
“利益ある持続的成長” を実現する

2-3. 中長期の経営基本戦略
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3. 成長ドライバー
モバイル計測ビジネス
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最先端モバイル技術の開発
レガシー方式との親和性確保
セルラーとノンセルラーの融合

スマホの進化と急速な普及
QoS, QoEの重要性
アプリ充実、Eコマースの拡大

データトラフィック増加
2～3倍／年

基地局建設保守
周波数再編

固定網の高速大容量化
・
・

3-1. スマートフォンとアプリケーション／サービスの
普及拡大
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(1)LTEサービス展開の加速
(2)無線システムの進化と複雑さの増加 （周波数帯域の有効活用）
(3)LTE適合試験需要の増加
(4)試験システムの効率性、自動化の高まり

CAGR:20.7% (2011-18)

LTE Test Equipment Market Revenue Forecast (2011-18)

Source: Frost & Sullivan “Global Overview of the Communications Test Equipment Market”

2010 2013 2015

LTE‐TDD

150Mbps75Mbps 300MbpsTransmission
Data Rates ･･･ ･･･

LTE‐FDD LTE‐AdvancedLaunched
Standards

LTE‐B, C,・・・X
LTE技術の進化と実用化のロードマップ

3-2. LTE技術の進展
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(million units)

Source: IDC, Gartner Source: IDC

2G2G

GSMGSM GPRS
EDGE
GPRS
EDGE

3G3G
W-CDMA, CDMA2K
TD-SCDMA(China)
W-CDMA, CDMA2K
TD-SCDMA(China)

LTELTE
FDD-LTE
TDD-LTE
FDD-LTE
TDD-LTE

LTE AdvancedLTE Advanced
（モバイル通信規格の進展）

LTE A,…,LTE XLTE A,…,LTE X

(million units)

1,876

2,129

690
874

229

642
957

613

301

919

1,516

138
3635
29

28
353

458

183 48
38
66156

568

[携帯電話/スマートフォン出荷台数]
LTE スマートフォンの拡大 中国が世界市場の30%以上

新興国市場が急成長

[スマートフォン 地域別出荷台数]

3-3. スマートフォンの普及
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付
加

価
値

Smile Model

Samurai Model
Samurai don't smile ???

Parts Products Software
Service

UE vendors : 
Growth history similar to 

PC history

チップセットベンダーの
リファレンスブックによる

市場の主導と
端末のコモディティ化

OTTプレイヤーによる
モバイルサービス
市場の主導と

端末ビジネスの展開

3-4. バリューチェーンの変化

T&M Solutions
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成長市場（市場を主導する顧客）の獲得
多様化する顧客ニーズに応えるソリューションの提供

市場変化を先取りする事業ポートフォリオ戦略

モバイル分野の世界的再編:

Microsoft      Nokia 買収
Fairfax BlackBerry 経営支援
スマホ撤退 NEC、パナソニック
Broadcom    ルネサス・モデム事業買収

：
：
：
：

北米オペレータの合従連衡:
Verizon, Vodafone, Sprint, T-Mobile US 

3-5. 市場の激変リスクを事業機会へチャレンジ
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モバイル
データ
通信量

モバイル
データ
通信量

Cloud ServiceCloud Service
環境 , 健康・医療, 教育, 電子行政環境 , 健康・医療, 教育, 電子行政

動画
SNS
ゲーム

動画
SNS
ゲーム

通話通話
メールメール

画像・音楽
ダウンロード
画像・音楽
ダウンロード

ICTによるイノベーション 社会システムの大きな進歩ICTによるイノベーション 社会システムの大きな進歩

セキュリティとサービス品質の向上にむけた計測需要セキュリティとサービス品質の向上にむけた計測需要

インターネット、モバイル
の進化

インターネット、モバイル
の進化

スマート端末の進展スマート端末の進展

SRW (Short Range Wireless)SRW (Short Range Wireless)
2G2G 3G3G LTELTE LTE-ALTE-A

M to MM to M

3-6. モバイル技術の応用拡大:クラウドサービスの進展

社会インフラとしてのモバイル技術
の応用分野が拡大
社会インフラとしてのモバイル技術
の応用分野が拡大
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4. モバイル分野のビジネスモデル
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EMS
(Electronics
manufacturing
services)

AT&T
Verizon
T-Mobile
China Mobile
China Unicom
China Telecom
NTT DoCoMo
etc.

Qualcomm, Broadcom, Intel, MediaTek, 
Spreadtrum, Hisilicon, Leadcore, etc.

Foxconn, Asus,
BYD, Fosunny,
Quanta, etc.

Ericsson,  Alcatel-Lucent, Huawei, etc.

Wireless modules
/component 

vendors

Samsung, Apple,
HTC, LG, Blackberry,
Nokia, Sony, Huawei,
ZTE, Lenovo, Fujitsu,
Amazon, Google,
Microsoft,
etc.

SGS, 7 layers,
Cetecom, TMC,
Canvas M, etc.

Chipset vendors

Operators

Test houses
Smartphone

/Tablet
vendors

Own factories

Application providers

Base stations

4-1.モバイル通信市場の業界構造とプレイヤー

For R&D For 
production
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Chipset/Protocol

Carrier Acceptance

Production

UE Integration

Conformance

4-2. 端末のテストサイクルに対応する
トータルソリューション

22
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製品販売

ソフトウェア更新
技術サポート

通信技術の進化
に対応した

アップグレード需要

LTE
Long Term Evolution

①親和性、一貫性のあるシステム
②顧客要求への対応
③統合化されたソリューション、ターンキーソリューション etc.

継続的なサポート・サービス

4-3. 進化し続けるモバイル・ブロードバンド

お客様
開発部門 生産工場

高付加価値な製品販売と、
その後の継続的な
顧客サポートビジネスが
収益源
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プラットフォーム
（コア）開発

規格適合試験 オペレータ
受入試験RF プロトコル

用途
通信規格開発

チップセット開発

規格適合性試験

相互接続試験
通信キャリア認証試験

主な顧客
チップセットベンダー

端末ベンダー

チップセットベンダー、端末ベンダー

通信キャリア

通信キャリア

テストハウス

主要テーマ

・FDD-LTE, TDD-LTE, LTE-Advanced 関連技術(Carrier aggregation etc.)

・VoLTE (Voice over LTE)

・MIMO (Multi Input Multi Output)

・3G/LTE と SRW (Short Range Wireless) のチップセット一体化

市場動向・

事業機会

製品

主な競合 Rohde & Schwarz Rohde & Schwarz, Agilent, 
Anite, Spirent

No.1ポジション
堅持

市場拡大

ポジション向上

No.1ポジション
堅持

市場拡大

ポジション向上

スマートフォン
商用開発試験

アプリ開発

端末動作検証

端末ベンダー

アプリ開発事業者

・Improve data 
throughput
・Battery consumption
etc.

Rohde & Schwarz, 
Agilent, Aeroflex

市場拡大

ポジション向上

4-4. モバイルR&Dビジネス – 多様な市場セグメント
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 セルラーだけでなく、 など、

端末製造工程の各種試験をこの1台で実施

 最高周波数6GHz、帯域幅160MHzにより、LTE-Advanced, IEEE802.11acに対応

25

MT8870A
ユニバーサルワイヤレステストセット

MT8820C
開発・量産両用テスタ

4-5. 顧客ニーズに応える最新の製造用ソリューション

Wi-Fi / Bluetooth / GPS / ISDB-T / オーディオアナライザ

1 マルチポート： スマートフォン、通信モジュールの製造に最適な新テスタ

2 生産性向上： 業界最高速の測定スピードで、高効率、高品質な製造ラインを構築

 最新のチップセットと連携動作し、高速Verification（シーケンス測定）を実現

 測定精度は業界標準機の当社MT8820Cと同クラス

 4台分の測定器を1つのシャーシに実装でき、スペース半分

3 SRWとの一体化： 複数の無線技術測定をサポート

4 充実したサポート体制によって高レベルの顧客満足度を獲得

 当社の蓄えたノウハウで、製造ラインの効率改善

2 ports
for 2G/3G/LTE test

4 ports
for 2G/3G/LTE & SRW

(Short Range Wireless)
test
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R&D

SG&A

COGS

FY2011 Mid-term
operating Model

20%

30%

11%

39%

≧20%

28%

10-13%

39-42%

FY2012

21%

30%

11%

38%

Operating margin

Revenue 70.6B yen CAGR ≧7%71.2B yen

4-6. 計測事業の中長期的な利益構造モデル
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5. 産業機械事業
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安心・安全を
ご家庭へ

28

5-1. 産業機械事業

加工食品など

世界的な食の安全安心の意識高まり
健康志向の高まり

クラフトフーズ・グループ、ユニリーバ
日本ハムグループ、グリコグループ、ニッスイグループ など

主な顧客
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アジア・新興国市場

5-2. 産業機械事業のターゲット

北米市場
食肉検査需要の増大

品質検査市場の拡大

上海工場
タイ工場

FY2020

Japan
50%

Outside
Japan
50%Japan

70%

Outside
Japan
30%

FY2012

海外ビジネス
の拡大
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6. 企業価値の向上、配当方針
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30

60

100

40 50 60

D/E
レシオ(%)

0

IFRS

2013. 3

2011. 3

2012. 3
(42 / 64)(42 / 64)

(56 / 30)(56 / 30)

(35 / 105)(35 / 105)

Rapid improvement of financial structure

(自己資本比率, D/E レシオ)

(GLP2014 目標)
D/E レシオ:≦30%

自己資本
比率:≧60%

(GLP2014 目標)
D/E レシオ:≦30%

自己資本
比率:≧60%

自己資本比率(%)

6-1. 強靭な財務体質
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6-2. 配当方針

株主の皆さまに対する利益還元策は、連結業績に応じた利益配分
を基本方針としております。

基本体系は連結当期利益の水準に応じて親会社所有者帰属持分
配当率（DOE）の目標範囲が決まるとともに、企業価値を向上させ

る視点から諸般の事情を総合的に考慮して剰余金の配当を行うこ
ととしております。

FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2011 FY2012

ROE - - 1.0% 7.9% 21.5% 19.5% 25.0%

Dividend per share (Yen) 7.0 3.5 0.0 7.0 15.0 15.0 20.0

DOE 1.6 1.0 0.0 2.3 4.2 4.9 5.1

J-GAAP
Actual

(Consolidated) IFRS
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6-3. 資本効率性

ROE と PBR – 海外の競合企業、日本企業との比較
(PBR)

(ROE)

Global
Competitor B

Global 
Competitor AGlobal 

Competitor C

Global
Competitor D

Source：Each company data and statistics of Tokyo Stock Exchange
(ROE: Based on year ended until Mar.2013, PBR: As of Mar.31, 2013)

Anritsu
ROE 25%
PBR 2.70

Ave. of TSE 
1st section

ROE 5%
PBR 1.1
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6-4. 東京証券取引所 「企業価値向上表彰」 の
ファイナリストに選定される

大賞
1社

経営のしくみ
【５社】

企業価値創出＆
資本ｺｽﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

【100社】

ROE良好会社【400社】

全上場会社 【3,400社】

プロセス単位の
評価ポイントと
対象企業数

大賞候補会社
＜ファイナリスト＞
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本資料に記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史
的事実でないものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要
因を含んでおります。将来の業績等に関する見通しは、将来の営業活動や業績
に関する説明における「計画」、「戦略」、「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、
「可能性」やその類義語を用いたものに限定されるものではありません。実際の
業績は、さまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうること
をご承知おきください。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日
本、米州、欧州、アジア等の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要
動向や競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場の中でアン
リツが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供できる能力、為替
レートなどです。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。ま
た、法令で求められている場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象に
より、将来の見通しを修正して公表する義務を負うものではありません。

注 記

36


